
各常任委員会では、６月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会委 員 会 報 告

総
務
常
任
委
員
会（海

野
隆
平 

委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
三
重
県
鳥
羽
市

（
調
査
事
項
）

定
住
促
進
事
業
と
人
口
対

策
問
題
に
つ
い
て

　

鳥
羽
市
で
は
、
定
住
の

取
り
組
み
と
し
て
、
平
成

23
年
度
よ
り
定
住
応
援
事

業
奨
励
金
を
交
付
し
て
お

り
、
新
築
住
宅
を
取
得
し

た
場
合
は
１
０
０
万
円
、

中
古
住
宅
を
購
入
し
た
場

合
は
、
50
万
円
を
交
付
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
近
鉄
名
古
屋
線

電
車
内
の
広
告
を
利
用

し
、
定
住
応
援
や
子
育
て

支
援
事
業
等
鳥
羽
市
の
魅

力
を
伝
え
る
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
た
。

○
三
重
県
名
張
市

（
調
査
事
項
）

自
主
防
災
組
織
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

名
張
市
で
は
、
自
主
防

災
組
織
に
つ
い
て
、
15
の

地
域
組
織
が
あ
り
、
地
域

住
民
に
よ
り
自
主
的
に
結

成
さ
れ
て
い
る
。
市
内

の
組
織
率
は
１
０
０
％
で

あ
っ
た
。
名
張
市
に
は
、

危
機
管
理
室
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
各
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
、
常
日
頃
か

ら
防
災
に
対
す
る
啓
発
活

動
の
高
さ
を
感
じ
た
。

　

本
市
も
危
機
管
理
室
の

設
置
等
に
よ
り
、
防
災
意

識
の
高
揚
と
訓
練
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

☆�

曽
於
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

鳥羽市の車内広告ポスター

　

曽
於
市
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
が

追
加
さ
れ
、
総
事
業
費
は

15
億
２
４
６
９
万
円
で
あ

る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
31
年

度
ま
で
施
設
の
長
寿
命
化

を
目
的
と
し
た
大
規
模
改

修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

☆�

い
じ
め
問
題
調
査
委
員

会
設
置
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問　
い
じ
め
防
止
対
策
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

報
告
を
受
け
て
、
市
長
が

必
要
と
判
断
し
た
時
に
、

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

を
設
置
す
る
と
あ
る
が
、

自
動
的
に
調
査
委
員
会
は

開
催
で
き
な
い
の
か
。

　
答　

市
長
が
一
人
で
判

断
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り

も
、
そ
の
前
の
教
育
委
員

会
の
い
じ
め
防
止
対
策
委

員
会
の
委
員
で
弁
護
士
を

含
め
た
専
門
家
が
協
議
し

た
結
果
に
お
い
て
総
合
的

に
判
断
さ
れ
る
。

☆�

平
成
27
年
度
曽
於
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
所

管
分
）

問　
選
挙
管
理
委
員
会
費

は
、
投
票
所
再
編
に
よ
る

先
進
地
視
察
研
修
の
旅
費

が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、

研
修
先
は
ど
こ
か
。

答　

島
根
県
の
松
江
市
を

予
定
し
て
い
る
。
11
か
所

に
臨
時
の
期
日
前
投
票
所

を
開
設
し
て
い
る
。
ま
た
、

投
票
日
当
日
に
投
票
所
を

巡
回
す
る
無
料
バ
ス
の
運

行
を
し
て
い
る
た
め
、
研

修
地
に
選
ん
だ
。

問　
教
育
債
の
小
学
校
施

設
整
備
事
業
は
。

答　

外
壁
等
落
下
防
止

事
業
に
対
す
る
起
債
で
あ

る
。

問　
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
は
ど
こ
か
。

答　

財
部
北
地
区
公
民

館
に
２
５
０
万
円
、
末

吉
南
部
地
区
公
民
館
へ

２
５
０
万
円
備
品
購
入
の

助
成
で
あ
る
。

陳　
情　
書

☆�

曽
於
市
末
吉
町
諏
訪
方

蔵
之
町
地
区
内
の
廃
ビ

ニ
ー
ル
破
砕
洗
浄
処
理

施
設
建
設
に
反
対
す
る

陳
情
書
（
第
７
号
）

☆�

末
吉
町
諏
訪
方
蔵
之
町

地
区
に
建
設
予
定
の
廃

ビ
ニ
ー
ル
破
砕
洗
浄
処

理
施
設
建
設
に
反
対
す

る
陳
情
書
（
第
８
号
）

　

い
ま
だ
に
資
料
等
も
な

く
事
業
主
か
ら
の
事
業
に

対
す
る
詳
し
い
説
明
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
水
利
組

合
に
対
し
て
も
何
ら
説
明

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
排
水

計
画
す
ら
提
示
さ
れ
て
い

な
い
。
水
利
組
合
を
無
視

し
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
本
陳
情
は
７

号
・
８
号
と
も
全
会
一
致

で
採
択
と
し
た
。
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
今
鶴
治
信 

委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
長
野
県
須
坂
市

（
調
査
事
項
）

在
宅
医
療
福
祉
に
つ
い
て

　

在
宅
で
看
取
り
が
で
き

る
地
域
を
め
ざ
し
、
リ
ビ

ン
グ
・
ウ
ィ
ル
の
文
化
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

「
終
末
期
医
療
・
ケ
ア
に
つ

い
て
の
生
前
の
意
思
証
明

書
」
を
作
成
し
、
患
者
家

族
の
不
安
解
消
に
寄
与
さ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
須
高
地
区
は
、

県
立
須
坂
病
院
・
新
生

病
院
・
轟
病
院
の
大
き
な

中
核
に
な
る
病
院
が
あ
り
、

訪
問
診
療
や
訪
問
介
護
な

ど
が
充
実
し
て
い
る
の
で

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い

た
。

　

曽
於
市
に
は
、
中
核
病

院
が
曽
於
医
師
会
立
病
院

の
み
で
須
坂
市
と
同
様
な

事
業
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
が
、
重
要
な
の
は
、
訪

問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

対
応
で
あ
る
と
説
明
を
受

け
今
後
、
曽
於
市
で
在
宅

医
療
・
介
護
事
業
に
取
り

組
む
場
合
は
、
各
関
係
機

関
の
情
報
の
共
有
化
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
感
じ
た
。

○
長
野
県
松
本
市

（
調
査
事
項
）

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

　

松
本
市
で
は
、
例
年
50

人
前
後
の
自
殺
者
が
発
生

す
る
危
機
的
状
況
を
踏
ま

え
、
市
民
と
と
も
に
予
防

対
策
を
考
え
全
市
を
挙

げ
て
自
殺
対
策
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
施
策
と
し
、

平
成
21
年
度
か
ら
、
医
療
・

産
業
・
教
育
・
地
域
各
分

野
の
専
門
機
関
、
団
体
に

よ
る
「
自
殺
予
防
対
策
推

進
協
議
会
」
及
び
庁
内
各

関
係
部
署
に
よ
る
「
庁
内

連
絡
会
議
」
を
設
置
し
て

い
る
。「
松
本
市
自
殺
予
防

対
策
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
総
合
的
な
自
殺
予
防

対
策
の
推
進
を
図
っ
て
い

た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
新
規

相
談
者
の
掘
り
起
し
、
相

談
窓
口
の
積
極
的
な
周
知

の
検
討
。
ま
た
、
相
談
担

当
者
の
資
質
の
向
上
と
専

門
相
談
員
の
高
齢
化
に
伴

う
専
門
相
談
員
の
確
保
で

す
。

　

曽
於
市
も
今
年
度
自
殺

予
防
対
策
事
業
は
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
市
内
１
公
民

館
に
悩
み
を
抱
え
て
自
宅

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

方
々
が
自
由
に
集
ま
れ
る

「
茶
飲
み
場
」
的
な
施
設
の

運
営
を
始
め
る
こ
と
か
ら

自
殺
予
防
対
策
が
期
待
さ

れ
る
。

学
校
訪
問

○
大
隅
南
小
学
校

　
「
夢
実
現
を
め
ざ
し
、
自

ら
学
び
、
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
大
隅
南
の
子
ど
も

を
育
て
る
」
を
学
校
教
育

目
標
に
し
て
い
る
。
平
成

26
年
か
ら
日
本
新
聞
協
会

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
と
な

り
、
表
現
力
を
高
め
る
活

動
と
し
て
新
聞
を
活
用
し

た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

○
大
隅
中
学
校

　

平
成
26
年
３
月
に
は
志

布
志
中
学
校
、
大
崎
中
学

校
と
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
九
州
大

会
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
年
４
回
の
「
弁

当
の
日
」
は
生
徒
が
自
ら

弁
当
を
手
作
り
す
る
こ
と

で
家
族
へ
の
感
謝
、
自
分

で
出
来
る
こ
と
を
探
し
、

生
き
る
力
が
身
に
つ
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

○
岩
南
小
学
校

　

全
児
童
数
９
名
が
「
花

と
カ
ヌ
ー
と
パ
ソ
コ
ン
の

学
校
」
の
重
点
目
標
及
び

特
色
あ
る
教
育
活
動
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
全

校
児
童
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
、
カ
ヌ
ー
・

一
輪
車
・
駅
伝
な
ど
で
体

力
作
り
に
励
ん
で
い
る
。

○
岩
北
小
学
校

　

全
児
童
数
17
名
「
夢

と
花
と
あ
い
さ
つ
で
笑

顔
あ
ふ
れ
る
岩
北
小
」
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

平
成
26
年
に
開
催
さ
れ
た

「
全
国
少
年
少
女
カ
ヌ
ー

大
会
」
で
女
子
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル
の
部
に
お
い
て

女
子
児
童
が
優
勝
し
、
平

成
27
年
２
月
に
「
鹿
児
島

県
い
き
い
き
教
育
活
動
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ
た
。

ま  

と  

め

　

10
月
か
ら
実
施
予
定
の

土
曜
授
業
は
、
学
力
の
向

上
や
地
域
の
方
々
と
の
交

流
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
成
果
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
。

☆�

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
所
管
分
）

問　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
内
容
は
。

答　

就
労
相
談
は
、
４
月
、

５
月
が
25
人
で
延
べ
67
回

の
実
績
が
あ
っ
た
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
相
談
員
と

一
緒
に
行
き
、
面
接
の
練

習
や
履
歴
書
の
書
き
方
等

の
手
続
き
を
対
応
し
て
い

る
。

問　
小
学
校
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
今
回
事
業

計
画
に
な
か
っ
た
岩
川
小

の
改
築
は
い
つ
頃
を
考
え

て
い
る
か
。

答　

現
時
点
で
は
、
財
政

事
情
を
考
慮
し
、
平
成
31

年
度
以
降
の
見
通
し
で
あ

り
、
改
築
ま
で
に
校
舎
外

壁
等
の
落
下
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
の
安
全

の
た
め
一
般
財
源
で
対
応

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
適
応
指
導
教
室
指
導

員
設
置
事
業
に
つ
い
て
、

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　

５
月
か
ら
中
学
校

２
年
生
１
人
、
６
月
か
ら

中
学
校
３
年
生
１
人
の
生

徒
が
通
っ
て
お
り
２
人
と

も
保
護
者
が
送
迎
し
、
適

応
教
室
指
導
員
の
も
と
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
自
学
自
習
し
て
い
る
。

ま
た
、
出
席
日
数
に
も
含

ま
れ
る
。

学校訪問（岩南小学校）
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
八
木
秋
博 

委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
曽
於
市
地
区
春
季
畜
産

品
評
会
（
平
成
27
年
４
月

14
日
～
16
日
）
が
曽
於
地

区
畜
産
共
進
会
出
品
の
選

考
を
か
ね
て
行
わ
れ
、
出

品
頭
数
は
大
隅
43
頭
、
末

吉
36
頭
、
財
部
33
頭
で
そ

れ
ぞ
れ
12
頭
が
代
表
牛
に

選
ば
れ
た
。

○
曽
於
地
区
春
季
畜
産
共

進
会
（
平
成
27
年
５
月
14

日
）
に
お
い
て
は
１
部
か

ら
４
部
ま
で
曽
於
市
出
品

牛
が
上
位
独
占
と
い
う
好

成
績
で
あ
っ
た
。
本
年
10

月
に
県
共
進
会
が
開
催
さ

れ
更
に
上
位
入
賞
が
期
待

さ
れ
る
。

○
山
形
県
鶴
岡
市
・
庄
内
町

（
調
査
事
項
）

環
境
保
全
型
農
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
・
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

　

両
調
査
地
は
、
日
本
有

数
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」「
サ
サ
ニ
シ

キ
」
や
「
つ
や
姫
」
の
一

大
産
地
で
あ
る
米
ど
こ
ろ

庄
内
平
野
を
持
つ
地
方
で

あ
る
。
消
費
者
意
識
の
高

ま
り
か
ら
安
心
安
全
、
良

食
良
味
米
の
需
要
と
人
口

動
態
等
か
ら
米
の
消
費
減

少
と
い
う
現
状
に
立
ち
向

か
い
「
つ
く
っ
た
米
を
売

る
」
農
業
か
ら
「
売
れ
る

米
を
つ
く
る
」
農
業
へ
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

た
。
需
要
を
意
識
し
た
米

づ
く
り
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

為
、
有
利
販
売
を
考
慮
し

た
有
機
肥
料
を
用
い
た
有

機
栽
培
と
化
学
肥
料
、
農

薬
を
慣
行
栽
培
の
５
割
以

下
に
し
た
特
別
栽
培
米
の

拡
大
に
よ
り
、
商
品
性
の

高
い
差
別
化
戦
略
を
推
進

さ
れ
て
い
た
。

　

農
業
粗
生
産
額
に
占
め

る
米
の
依
存
度
は
60
％
か

ら
80
％
と
高
く
、
曽
於
市

の
畜
産
80
％
と
相
通
ず
る

も
の
が
あ
っ
た
。
産
地
と

し
て
の
「
こ
だ
わ
り
」
を

持
ち
、
突
出
し
た
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
り
競
産
地
の

「
勝
ち
組
」
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
鶴
岡
市
温
海
町

は
旧
大
隅
町
と
姉
妹
盟
約

締
結
が
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
庄
内
町
は
種
籾
「
亀

の
尾
米
」
の
調
達
が
縁
で
、

財
部
町
中
谷
地
区
と
の

民
間
交
流
が
な
さ
れ
て
い

る
。

☆�

曽
於
市
有
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

問　
旧
深
川
駐
在
所
跡
施

設
の
経
緯
と
今
後
の
活
用

は
。

答　

鹿
児
島
県
警
の
駐
在

所
再
編
に
伴
い
３
月
に
廃

止
と
な
り
土
地
は
市
が
県

へ
貸
付
し
て
い
た
。

　

建
物
は
市
へ
無
償
譲
渡

さ
れ
住
宅
２
戸
を
市
有
住

宅
と
し
、
事
務
所
は
地
域

交
流
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
。

☆�

平
成
26
年
度
曽
於
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
所

管
分
）

問　
道
の
駅
施
設
管
理
費

の
内
訳
は
何
か
。

答　

曽
於
市
に
あ
る
３
つ

の
道
の
駅
に
そ
れ
ぞ
れ
電

気
自
動
車
急
速
充
電
器
を

設
置
す
る
も
の
で
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
促
進
事
業
補
助

金
に
て
賄
わ
れ
る
。

問　
地
域
振
興
住
宅
建
設

事
業
の
本
年
度
の
公
募
状

況
と
主
な
補
正
の
内
訳
は
。

答　

本
年
１
月
～
３
月
に

募
集
49
名
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
現
在
９
戸
を
内
定

し
て
お
り
、
そ
の
内
５
ヶ

所
の
用
地
を
新
規
購
入
予

定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
盤
改
良
事
業

と
外
構
工
事
費
用
を
補
正

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
高
齢
者
等
肉
用
牛
飼

養
子
牛
せ
り
市
引
付
補
助

金
の
要
綱
改
正
部
分
は
何

か
。

答　

こ
れ
ま
で
対
象
者
を

満
70
歳
以
上
と
65
歳
以
上

の
寡
婦
者
畜
産
農
家
と
し

て
い
た
も
の
を
70
歳
以
上

の
者
と
、
母
子
及
び
寡
婦
、

そ
れ
と
身
体
障
害
者
手
帳

保
持
者
（
６
級
ま
で
）
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
農
山
漁
村
活
生
化
対

策
整
備
交
付
金
の
内
容
は

何
か
。

答　

農
林
水
産
業
費
国
庫

補
助
金
で
あ
り
内
訳
は
、

そ
お
鹿
児
島
農
協
主
体
の

農
産
物
直
売
施
設
整
備
事

業
補
助
金
で
あ
る
。
場
所

は
大
隅
町
八
合
原
台
地
、

県
道
志
布
志
福
山
線
沿
い

の
計
画
で
あ
る
。
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